
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

9月22 日［水］ 

時 間｜14：00～14：40  

ところ｜研修室 

定 員｜10 名 

図書館員がお勧めの本を大人のあなたに向

けて、ブックトークします。テーマは当日のお

楽しみ！お気軽にご参加ください。 

※事前申し込みが必要です。 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30   

※9/3、9/10（金）は12：00～18：00開館 

※新型コロナウイルス感染状況により、開館時間

等が変更になる場合があります。 

 

 

海からの贈りもの 

カレンダー 

9 

 

月 

【開館時間】 
火～木・土・日／10:00～18:00 
金／12:00～20:00 

【休館日】 
月曜日・第３木曜日 

諫早市立たらみ図書館だより 2021.9月号 

海からの贈りもの 

たらみ図書館 バリアフリー映画上映会 

〒859-0406   
諫早市多良見町木床 2002 
TEL／0957-43-4611 
FAX／0957-43-4623 
ホームページ／

https://www.lib.isahaya.nagasaki.jp/ 

    

大人のためのおはなし会 

7 月 29 日、認知症の理解を深め、本人・家

族の気持ちや接し方を学ぶ「認知症サポーター

養成講座」が開催されました。 

次回の開催は 12 月 7 日（火）、どなたでもご

参加いただけます。 

 

9月17 日［金］ 

『海よりもまだ深く』2016 年 日本 

 

時 間｜14：00～16：00  

ところ｜海のホール 

定 員｜100 名 

監 督｜是枝 裕和 

出 演｜阿部 寛  真木 よう子 ほか 

 

※事前申し込みが必要です。 

カウンターか電話でお申し込みください。 

 

 

（参加者の感想より） 
・声のかけ方や、認知症当事者の気持ちを想像
することができました。学んでよかったです。 
 
・知ると知らないでは大きな違いです。参考に

なることが多かったです。 

入場 
無料 

新型コロナウイルス感染状況により、
開館時間の変更やイベントを中止する場
合があります。ご了承ください。 

認知症サポーター養成講座 in図書館を 
開催しました。 

入場 
無料 

 

※バリアフリー映画とは 

効果音やせりふを字幕で解説します。 

 

 

 
＜本をご寄贈頂きありがとうございました＞ 

石丸 俊也 様     末永 郁雄 様  

堤 美枝子 様 

 

9月はアルツハイマー月間です 
認知症に関する本や DVD などを 

幅広く集めて展示します。 

 



 新着本 

 

                                           (2021 年 8 月 28 日現在) 

  

 

 

 

 

 

 

順 位 書 名 著 者 出版社 予約数 

1 白鳥とコウモリ 東野 圭吾／著 幻冬舎 137 

2 52 ヘルツのクジラたち 町田 そのこ／著 中央公論新社 113 

3 小説 8050 林 真理子／著 新潮社 69 

4 琥珀の夏 辻村 深月／著 文藝春秋 56 

5 元彼の遺言状 新川 帆立／著 宝島社 45 

小 説 ／ エ ッ セ イ 

聖徳太子と蘇我入鹿 海音寺 潮五郎／著 作品社 

アルプスの少女ハイジ ヨハンナ・シュピリ／著 光文社 

ビ ジ ネ ス ／ 社 会 

経済のトリセツ 山形 浩生／著 亜紀書房 

一生役立つ「伝わる」デザインの考え方 細山田デザイン事務所／
著 ナツメ社 

暮 ら し 

縫わずに作れる立体マスコット&リボン小物 RINOSU 古田 ひろこ／
著 KADOKAWA 

窓辺 de 採れたて!ミニ菜園 竹村 久生／著 ブティック社 

そ の 他 

中世の写本ができるまで クリストファー・デ・ハ
メル／著 白水社 

科学が教える山歩き超入門 能勢 博 他／監修 エクシア出版 

 諫早市立図書館で予約が多い本 

『棒人間図解大全』 

MICANO／著 自由国民社 2021.5  分類 726.5 ﾐ       

 
様々な状況を表している棒人間がいたるところにいて、見るだけでも楽しいです。棒人間なら、

絵が苦手な私でも書けそう！と思えました。書かないとしても、棒人間の汎用性の高さに気づくこ

とができます。特に、棒人間のほとんどの場合、顔は目や鼻などのパーツは書かれず、ただの

〇で表しているのに、体の棒線（曲線）で、様々な動作や感情を表すことができるということがよく

分かりました。また、慣用句を棒人間で表しているページが面白いです。 

 この本を読んで、仕事の時などのメモに、棒人間を添えてみたい！という気持ちになりました。

みなさんも、棒人間の奥深い世界を堪能してください。 


